
年度　授業計画（シラバス）

30 (2) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

前回範囲の復習と、当
該範囲の事前学習各コマに

おける
授業予定

患者心理の理解、非言語コミュニケーション

各コマに
おける

授業予定
公的医療保険制度の仕組み、診療報酬の基礎知識

前回範囲の復習と、当
該範囲の事前学習

第
5
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

接遇とコミュニケーションを学ぶ

教科書

第
4
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

医療保険と診療報酬を学ぶ

教科書

各コマに
おける

授業予定
病院の組織、関連法規（医療法・医師法等）

各コマに
おける

授業予定
医療倫理、守秘義務、個人情報保護法

各コマに
おける

授業予定
医師事務作業補助者の定義・現状と期待される役割

第
2
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

医療倫理と個人情報保護を学ぶ

教科書
前回範囲の復習と、当
該範囲の事前学習

第
1
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修の進め方と役割を理解する

教科書 当該範囲の事前学習

第
3
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

病院の組織構造を理解する

教科書
前回範囲の復習と、当
該範囲の事前学習

配布プリント等

復習を各自行うこと。また出された課題については、次回の授業前に必ず提出すること。

患者をはじめ、医師、看護師、コメディカルとの連携を迅速に対応することが一番大切です。コミュニケーション能力だけでな
く、医学知識を高める意識も持つこと。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

１、定期試験または実技試験；８0％　２、平常点（授業態度・レポート）：２0％

外来、病棟、医師事務などで活躍できるようになるため、様々な部所で対応できるクラーク業務を学び、クラーク業務の必要性
を知る。本講義では、医師事務作業補助者として必要な「32時間研修」の全項目を履修します。eラーニングによる体系的な知
識習得をベースとし、実務経験を持つ教員が現場での運用実態を解説することで、即戦力となる知識と倫理観を養います 。

担 当 教 員 松村　知世
実務経験と

その関連資格
医師事務作業補助者として病院に勤務経験あり

対 象 学 年 2年 学期及び曜時限 教室名 405

講義

科  目  名 ドクタークラーク概論 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2026

学        科 医療総合学科 科　目　区　分 基礎分野 授業の方法



前回範囲の復習と、当
該範囲の事前学習各コマに

おける
授業予定

事後学習：全体の復習、修了証の確認、実務への心構え

各コマに
おける

授業予定
情報管理：電子カルテの運用、情報セキュリティ、DPC制度

前回範囲の復習と、当
該範囲の事前学習

第
15
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

全体の総括と修了確認

教科書

第
14
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

医療情報システムを理解する

教科書

前回範囲の復習と、当
該範囲の事前学習各コマに

おける
授業予定

代行入力②処方箋代行入力、主治医意見書等の公費書類

各コマに
おける

授業予定
代行入力①診断書、証明書、紹介状（返信）の作成手順

前回範囲の復習と、当
該範囲の事前学習

第
13
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

文書作成の実践とルール（2）

教科書

第
12
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

文書作成の実践とルール（1）

教科書

各コマに
おける

授業予定
安全管理：医療安全対策の基本、院内感染防止対策

各コマに
おける

授業予定
薬学知識：薬理学の基礎、処方箋の読み方、投薬のルール

前回範囲の復習と、当
該範囲の事前学習

各コマに
おける

授業予定
医学知識②主要疾患（内科・外科系）の病態と治療の概要

前回範囲の復習と、当
該範囲の事前学習

第
11
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

医療安全と感染対策を学ぶ

教科書

第
10
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

薬学と処方箋の知識を学ぶ

教科書

前回範囲の復習と、当
該範囲の事前学習

各コマに
おける

授業予定
医学知識①解剖生理学の基礎、全身の主要な臓器と機能

各コマに
おける

授業予定
診察・検査の流れ、基本的な医学用語と略語

第
9
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

検査と放射線の知識を習得する

教科書

第
8
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

主要な疾患と治療を理解する

教科書

前回範囲の復習と、当
該範囲の事前学習各コマに

おける
授業予定

医学知識③臨床検査（血液・生理検査）、放射線検査の基礎

第
7
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

解剖生理の基礎を理解する

第
6
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

診療現場の基礎知識を習得する

教科書
前回範囲の復習と、当
該範囲の事前学習

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

教科書
前回範囲の復習と、当
該範囲の事前学習


